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Practice of lesson to realize rich sports life

Let's play basketball

TetSUya FUKUNAGA, Hirokuni KUMASHIRO, Hideki MAITOKO, Reiko SAKASHITA and Yasuharu OISHI

1.は じめ に

2017年4月 から2018年3月 までの1年 間,熊 本大

学教育学部附属特別支援学校教員と熊本大学教育学

部教員による各教科等における授業改善に関する共

同研究を行った.

本稿では,豊 かなスポーツライフの実現をめざ し

て高等部で行った保健体育科バスケ ットボールの実

践内容,成 果と課題にっいて報告する.

1)教 科選定の理由

熊本大学教育学部 附属特別支援学校 高等部で は,

卒業 して3年,6年,10年 後 に 「働 く」 「家庭」 「余

暇」の3つ の生活 について面談 を実施 し,生 徒のフォ

ローア ップのための 「フ ォローア ップ ミーテ ィング」

を行 ってい る.そ の際のア ンケー トで は,働 く生 活

に関 しては伸 びがみ られ る反面,家 事,外 出や趣 味

等の家庭生活 と余暇生活の項 目に落ち込みがみ られ

ることが明 らか になった(図1).

そ の結 果を受 けて,今 年 度 は保 健体 育,音 楽,家

庭の3つ の教 科を研究対象 と して選定 した.

2)次 期学習指導要領における保健体育科授業の在

り方について

① これまでの保健体育科授業の成果と課題

体育科,保 健体育科では,現 行の学習指導要領 に

おいて,運 動やスポーツが好きな児童生徒の割合が

高まったこと,体 力の低下傾向に歯止めがかかった

こと,「する,み る,支 える」のスポーツとの多様 な

かかわ りの必要性や公正,責 任,健 康 ・安全等態度

の内容が身についたことなどの成果が挙げられた.
一方で
,習 得 した知識や技能を活用 して課題解決

すること,学 習 した ことを相手にわか りやす く伝え

ること等に課題があること,運 動する子供 とそうで

図1フ ォローア ップミーテ ィングによるア ンケー ト結果

ない子供の二極化傾向が見られることなどの課題に

対 して,更 なる充実が求め られ るところである.今

回の学習指導要領の改訂においては,心 と体を一体

として捉え,生 涯にわたって健康を保持増進 し,豊

かなスポーツライフを実現する資質 ・能力を育成す

ることを重視す る観点か ら,こ れ らの課題 に適切に

対応できるよう改善を図っていくことが必要である

(文部科学省,2016).

*熊 本大学教育学部附属特別支援学校

**熊 本大学大学院教育学研究科

②育成を 目指す資質 ・能力の整理

育成を 目指す資質 ・能力にっいては,「知識 ・技

能」「思考力 ・判断力 ・表現力」「学びに向かう力 ・

人間性」の三っの柱に沿 って整理が行われている.

体育科,保 健体育科においては,体 育 ・保健の見方 ・

考え方を働かせて課題を発見 し,合 理的 ・計画的な

解決に向けた主体的 ・協働的な学習過程を通 して,

心と体を一体 として捉え,生 涯に渡 って心身の健康

を保持増進 し豊かなスポーツライフを継続するため

の資質 ・能力を以下のように育成することを目指す

ことが求められている(文 部科学省,2016).
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表1育 成を 目指す資質 ・能力(抜 粋)

○知識 ・技能
・各種の運動の特性や魅力に応 じた運動について

の理解及び社会生活における健康にっいての理

解を図るとともに,目 的に応 じた技能を身に付

けるようにする.

○思考力 ・判断力 ・表現力等
・運動や健康についての自他や社会の課題を発見

し,合 理的 ・計画的な解決に向けて思考 ・判断

し,目 的や状況に応 じて他者に伝える力を養 う.

○学びに向かう力 ・人間性等
・生涯にわたって運動への多様な関わり方に親 し

むとともに健康の保持増進と体力の向上を 目指

し,明 るく豊かで活力ある生活を営む態度を養

う.

③ 体育の見方 ・考え方

体育科,保 健体育科では生涯 にわた る豊か なスポー

ツライフを実現す る観 点 を踏 まえ,以 下 の通 り,示

された(文 部科学省,2016).

「運動や スポーツを,そ の価値や特性 に着 目 して,

楽 しさや喜び とともに体力の向上 に果たす役割の

視点か ら捉 え,自 己の適 性等 に応 じたrす る ・み

る ・支え る ・知 る』の多様 な関わ り方 と関連付 け

ること.

表2小 中高の一貫性をイメージ した保健体育科の重点

項 目

高
等
部

中
学
部

小
学
部

○自分の好きな運動を選

んで実践できる

○様 々な種 目への取組

(選ぶ)

○チームで作戦会議

○仲間との協力,共 感

○体力の向上(筋 力)

○運動の経験を拡げる

○ルールのある運動

○自分の身体 ・動きへの

気づき

○相手を意識 した取組

○体力の向上(持 久力)

○運動 の楽 しさ,喜 び を

感 じ 「好 き」 になる

○動 きの基礎,基 本(走

る,跳 ぶ,投 げ る,物

の操作)

○友だち と一緒 に

○体力 の向上(調 整力)

生活に必要 な健慷 ・

安全に関する事柄

を理解 し,将 来の

生活を豊かにする

態度の育成

【保健】

思春期における健

全な心身の育成

【保健】

体の成長や健康に

必要な事柄をしよ

うとする態度の育

成

【生活科 ・健康管

理】

体育 にお ける学 びの過程 にお いては,ス ポー ツと

の多様 な関わ り方を楽 しむ ことがで きるようにす る

観点か ら,運 動 に対す る興味や 関心を高 め,技 能 の

指導 に偏 ることな く,「す る,み る,支 える」 に 「知

る」 を加 え,三 っ の資質 ・能力をバ ラ ンスよ く育む

ことが で きる学習過 程を工夫 し,充 実 を図 ること,

また,粘 り強 く意欲 的に課題の解決 に取 り組む とと

もに,自 らの学 習活 動 を振 り返 りっ っ,仲 間 と共

に課題 を解決 し,次 の学 びにっ なげる主体 的 ・協 働

的 な学習過程 を工夫 し,充 実を図 ることが求め られ

る(文 部科学省,2016).

3)本 校体育科,保 健体育科における小中高の一貫

性

本校では,平 成29年 度に小学部,中 学部も体育科,

保健体育科の授業改善にっいて研究を行った.そ こ

で,小 中高の一貫性を持たせるために本校における

保健体育科の重点項 目を表2の とおり整理 した.

このよ うに,小 中高 の一貫性 を意識 し,教 育 内容 を

充実,改 善 して い くことで,豊 か なスポ ーツ ライフ

の実現 を 目指す授業 を行 うよ うに した.ま た,こ れ

らの重点項 目を 「主体的 な学 び」 「対 話的 な学 び」

「深 い学 び」 の三 つの学 びの過程 を相 互 に関連 させ,

授業 にお ける学習 の充実を意識 した.

2.実 践経過 の概 要

日々の授業を充実 させてい くことで将来 の豊か な

スポ ーツライフが実現で きると考 え取 り組んだ.本

稿ではその中の一一つ高等部のバスケ ッ トボールの実

践 にっいて報告す る.

1)本 研究のイ メー ジ

将来の余暇のスポー ツライフの充実 を図 るため に

は,生 徒が 「楽 しい」 「観てみた い」 「実際 にや って

みたい」 とい う気持ち を育む ことが大切で あると考

え る.こ のよ うな気持 ちを育む ため には,「楽 しい」

「や ってみた い」 と感 じられ る授業 の展開が 必要で

あ る.具 体 的 には,た くさん の人 と一緒 に活動 す る

こと,自 分たち の動 きを客観 的に見 ること,互 い に

支 え合 う経験,運 動課題 や解決方法 にっ いて知 るこ

とにっ いて支援 を行 う.生 徒が主体 的に活動 で きる

環境 を提供す る ことで,「 楽 しい」 「や ってみ たい」
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とい う気持ちを育む ことがで きると考え る.

2)年 間計画につ いて

年間指導計画 において,今 年度 は球技 を中心 と し

た計画 を立 てた.4月 か ら5月 にか けて運動 に関す

る実態調査 とこれか らの運動 に備え る意味か らも体

ほ ぐ し運動を中心 に計画 した.

6月 か ら夏休み を挟んで9月 までの時期は,気 温

が高い こともあ り水泳を中心 に計画 した.

9月 か ら11月 の時期 には,バ ス ケ ッ トボールを計

画 した が,途 中で学 園祭 の時期 が入 り,保 健体 育の

時間を確保 できない時期 もあるため,2ヶ 月を越 え

る長い期間を計画 した.

12月 には,バ スケ ッ トボールで学習 したボール操

作を生か し,ハ ン ドボールを計画 した.

1月 か らは,バ スケ ッ トボールやハ ン ドボールで

学習 したスペースを使 った動 きを生かす ことがで き

るようにサ ッカーを計画 した.

表3平 成29年 度体育科の年間計画

期間 種 目

4月 ～5月 体力テス ト,体 ほ ぐし運動

6月 ～9月 水泳

9月 ～11月 バ ス ケ ッ トボ ー ル

12月 ハ ン ドボール

1月 ～2月 サ ッカー

3)週 計画につ いて

週計画で は,朝 の時 間(火 曜～木曜 日)と は別 に

月曜 に1コ マを設 定 し,ゲ ー ムを 中心 に活動 で きる

ように した.

表4平 成29年 度高等部週時程表

月 火1水1木1金
8:30

9:00
朝のクラスタイム(日常生活の指導)【3】

9:20

高等部集会

(日生)【04】

◎{) HR【1】

9:50

HR/全 校朝会
(特活)【06】

11:00

爵⑲ 縦鞭 撚
職業/家庭

【24】

11:50

13:10
給食 ・昼休み

13:30

学部清掃

(日生)【06】

ステップアツプ 職業/生 単/

タイム 国語/数 学 【1】 総 学 【1】

(コミュ)【1】

国語/数学 【1】

14:10

クラスタイム
(日生)【06】

学部清掃(日生)【24】

15:00＼ 帰りのクラスタイム(日生)【24】

4)生 徒の実態

6月 に生徒に保健体育科授業に関するアンケー ト

調査を行 った.「体育が好きか」 という質問には,

好きと答えた生徒は約半数,苦 手意識のある生徒 も

多い状況であった.

そ こで,バ スケ ッ トボール の活 動 を通 して,チ ー

ムで の話 し合 い活 動や練習 を行 いなが ら,話 し合 い

活動で挙 が った課題点 を,ゲ ー ムで実践 ・解決す る

ことで,練 習 した ことがで きた喜 びを味 わ うととも

に,バ スケ ッ トボ ールのゲー ムに積極的 に取 り組み,

楽 しむ力を育む ことを狙 って授業実践 に取 り組む こ

とと した.

5)共 同研究者からの助言

授業観察を通 して共同研究者から,授 業改善のポ

イン トとして以下のような点が示された.

表5共 同研究者からの助言

話 し合

い活動

につい

て

話 し合いの中で,生 徒主体は分かるが,

練習内容や具体的な動きなど教師からも

意見を言うことが必要.

良いことを発言 した時 に,教 師が まとめ

ることが必要.

ゲーム

や練習

の実践

活動に

っいて

ボールに触れる回数を増やす支援が必要.

ゲームを成立させ るために,教 師のサポー

トが必要.

練習の仕方を自ら選んだり,課 題点のポ

イン トを明確に把握 したりすることがで

きるよう支援する.

一人ではゲー ムに参加す ることが難 しい

生徒 には,ゲ ームを成立 させ るための支

援が必要.

5対5は スペース に対 して多 いことか ら,

まず は3対3く らいで,パ スを回す 意識

か ら指導す ることが必要.ス ペ ースを使

うという練習で も動 きなが らパス をす る

など工夫 して取 り組んだ方が よい.

6)授 業にお ける工夫点

授業 にお ける工夫点は以下の4点 であ る.

① チー ム編成 とチー ムの固定化

リングにシュー トが届 く生徒 と届か ない生徒で大

き く2グ ルー プ に分 け,チ ーム編成 を行 った.さ ら

に,グ ループの人数 は5人 程度 と し,運 動量 が確保

で きるように した.

チ ームは,単 元 の間は固定 して行 うように した.

チー ムで話 し合い活動 を行 う中で,一 人 一人のス キ

ルや役割 が明 らか になり,お 互 いのスキルを考慮 し

た発言や ア ドバ イスを行 うこともで きるようになっ

て きた.

② タブ レッ トの活用

ゲー ムの中での動 きをよ り客観的 に把握で きるよ
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うにタブ レッ トを活 用 した.タ ブ レッ トを活 用 した

ことで,自 分 の動 きや チー ムの動 きを客観 的に見 る

ことが でき,話 し合 い活 動で の手 がか りとな った.

課題を視覚的 に捉え ることで話 し合い活動が活発 に

なり,ゲ ームの円滑 な進行へ と繋 が った(図2).

単元期間中,同 じサイクルで授業を行うことで,

生徒も見通 しを持 って活動することができ,1コ マ

の中での活動 も充実させることができたが,単 元期

間中も,継 続 して課題意識やチームを意識 した活動

をすることができた.

3.成 果 と課 題

③ 視覚的 な支援

授業 を進 めてい く中で,な か なか シ ュー トが入 ら

ない とい う意見が多 く聞かれ るようになった.

そ こで,シ ュー ト練 習の時間 を確 保 した が,十 分

な時間 とは言えず練習の質を高めたい とゴールのサ

ポー トエ リア枠を意識する

ことができる支援を考え,

棒で視覚的に狙う場所を示

すようにした.言 葉だけで

の支援ではなく,部 位を正

確に視覚的に伝えたことで

生徒も狙う場所がはっきり

とわかり練習時のシュー ト

成功率を挙げることができ

た(図3).

④ 授業の組み立て方

① タブレットの活用による客観的な課題の把握

タブレッ トを導入する前には,生 徒たちにはマイ

ナスの発言が多く,自 分のことの振 り返 りができて

いない発言が多 くみられた.

・誰力、が誰力、についた方がいい力、な。でもな一。

・みんな集まりすぎ じゃない?

・Nく んと僕はボールを持っている時間が多い

・みんな切 り換えが遅い

・もっと冷静 にしないと

・ゴールに近づきすぎないようにしよう

・後ろも見た方がいい

図3ボ ールを投げる

位置を示す支援

授業で は,ゲ ーム ・振 り返 り ・課題別練 習を繰 り

返す ように した(図4).

図4授 業内容の相関図

ゲー ムを行 った後 にタブ レッ トを見 なが らチー ム

の課題点 を把握 し,チ ームの課題 を解決 でき るよう

に練習 内容 を考 えてチー ムごとに練 習 し,ゲ ー ムで

実際にや ってみて課題が解決で きたかを確認 していっ

た.

しか し,タ ブ レッ トを導入 した5回 目の授 業では,

生徒た ちか ら良い面 に関す る発 言や,専 門的 な言葉

も増 え,具 体 的 な作戦 が 出て来 るようにな った.以

下 に主 な生徒の発言を示す.

・今日はいつもよりスペーズがあった気がする

・シュー トが入らないならパス しよう。ゴール近 くは

入らないよ。(ゴ ールの真下だと角度がない力、ら)
・ディフエンスはとても良 くなっているから、あとは

シュー トだね。
・黄色チームはTく んとKく んが上手だから、二人に

マークした方がいい。

② 主体的 なゲー ムへの参加

話 し合 いをす る中で,生 徒たちか ら 「もっと声 を

出そ う」 とい う発言が多 くみ られ,ゲ ーム中 に意識

して名前を呼んだ り指示 した りす ることがで きるよ

うになって きた.

お互 いに声 を掛 け合 って,チ ー ムの勝利 とい う 目

標 に向か ってま とまって い くことで,チ ー ム全体 の

まとまりを感 じることがで きた.

また,お 互 いに声 を掛 け合 うことで,自 然 とコミュ

ニケー シ ョンを深め ることがで きて きた.

そ のことで,ゲ ームの話 し合 い活動 もさ らに活気

づ き,「 も っとシ ュー トを しよう」 か ら 「パ スを回

してか ら(フ リー な状態で)シ ュー トを しよう」 な

どと内容 も深 い話 し合 いをす ることがで きるように

なった.

③ 「楽 しい,や ってみ たい」 と感 じる愛 好 的態度

の変容

本単元最後 に も生徒 にア ンケー トを実施 した.結
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果,体 育 を 「好 き」 と答えた生徒 が約2倍 に増え,

「嫌 い」 とい う生徒がか なり減少 した(図5).

また,バ スケ ッ トボールに関す るア ンケー トで も

「好 き」 と答 えた生徒 が増え,「 嫌 い」 と答 えた生徒

は見 られ なか った(図6).

生徒 の感想 には,自 分 がで きるようにな った こと,

バスケ ッ トボールを通 して,運 動 に関心 を持 って取

り組む ことがで きるようになった ことや運動をす る

ことに よって 自分 自身 に自信を持っ ことがで きるよ

うになった ことが うかがえ る記入が多 く見 られた.

また,専 門的 な言葉 が使われ る ようにな り,バ ス

ケ ッ トボールへの関心が高 まった ことが うかがえ る.

以下 は,こ の単元 で生徒 がで きた と実感 した こと

であ る.

・味方 にパスがで きた

・相手の様子 とか周 りの状況を見れ るようにな っ

た

・ドリブルを しなが ら相手をかわ してい くこと

・レイア ップシュー ト,リ バ ウ ン ド
・パス回 しが上手 くなって きた

・シュー トが上手 くなった

・声の掛 け合い,パ ス,シ ュー トなど上手 くできた
・試合で の動 き,パ スの タイ ミングや誰 にパ スを

回すかの判断が上手 になった

「将来スポー ツを してい きたいですか?」 とい う

問 いにも約67%の 生徒が 「していきたい」 と答 え,

生涯スポー ツに向 けた取 り組み にな った と考え る.

2)課 題

① 生徒の評価の進め方

今回の授業では,

話 し合い活動を中

心 に評価 シー トを

作成 し評価を行 っ

た.「 誰 が 発 言 す

るのか 」 「どの よ

うな流れで話し合 っ

て いったのか」を

把握す るため には,

空欄を大 き くと っ

た評価 シー トは大

変活用 しやす いも

のであ った.図7

しか し,技 能 面

■

1回 目のゲームをした後

名前 授業での気づきなど

2回 目のゲームをした後

名前 授業での気づきなど

教師用評価シー ト

の評価に関しては,教 師の観察による評価であった

ため,あ いまいな点が残 ってしまった.

今後は,技 能面の評価のための評価シー トを作成

し,評 価をもとに一人一人の技能を高めていく必要

があると考える.

また,評 価 に関する時間も考え,「どの項 目で評

価するかをあらか じめ計画を してお くこと」「評価

シー トをもとに,即 時に評価できるシステムを構築

すること」等の評価計画にっいても今後検討 してい

く必要がある.

②専門性のある講師等の活用

豊かなスポーツライフの実現に向け,次 年度は専

門性のある講師等の活用を考えていく(出 前授業な

どアプローチ してい く).具 体的には,地 域の資源

である熊本ヴォルターズや熊本大学のバスケットボー

ル部の学生に参加を依頼 し,本 物のプ レイを見る経

験をす る.ま た,ゲ ームの観戦に出向き,会 場 まで

の交通手段や会場でのマナーを知ることも豊かなス

ポーツライフを支えるうえで有効だと考える.

4.ま とめ

今回 の授業 では,生 涯 を通 した スポー ツライフの

実現 に向けた取 り組み を,本 校 の卒業生 を対 象 と し

た フォロー ア ップ ミー テ ィングの結果 とも関連 させ

なが ら,卒 業後 の 「充 実 した豊か な生活」 を送 るた

め にとい うテーマで取 り組んだ.

まず,将 来 の余暇(豊 か なスポー ツライ フ)の 充
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実を図 るた めに,運 動 に関 して,「 楽 しい」,「観 てみ

た い」 「実際 にや ってみ たい」 とい う気持 ちを育ん

でい きたい と考えた.

そのため に,ス ポ ー ツとの多様 な関わ り方 を楽 し

む ことがで きるようにす る観点か ら 「す る」 「見 る」

「支え る」 「知 る」 ことを授業ベースで考えた.

授業では,一 人一 人が 「友達や教 師と一緒 にす る」

「自分たちの動 きを客観的 にみ る」 「互い に高めあえ

るよう支 え合 う」 「運動課 題や解決方 法 に対 して知

る」 とい った 目標 で,生 徒が 「楽 しい」,「や ってみ

たい」 と感 じられ る授業を計画 した.

このことによ って,「体育が好 き」 「バ スケ ッ トボー

ルが楽 しい」 という生徒 が増 え,「 運 動 が苦手」 と

い う生徒を減 らす ことがで きた ことは一定の成果で

あ ると考え る.

しか し,評 価方法や地域資源の活用などの課題も

残 った.今 後は,そ の課題を解決 しながら,生 徒一

人一人の運動技能を高め るとともに,「生涯スポー

ツ」に向けた意欲の育成も視野に入れながら授業を

改善 していきたい.
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